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エ ドゥア ー ル ・マ ネ 《自画 像 》(上 ）

島田紀夫

作 品 基 本 情 報

制 作 年　 187879

サ イ ズ　 95.4×63.4cm

技 法　　 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

右 下 に イ ニ シ ャ ル

マ ネ の 《自 画 像 》 （fig.1）を 石 橋 財 団 が 入 手 し た

の は1971年 、 財 団創 設 者 で 当 時 の 財 団 理 事 長 だ っ

た 石 橋 正 二 郎 （18891976）が 没 す る5年 前 の こ と で

あ る 。 田 中 日 佐 夫 は1977年(昭 和52）6月 号 の 『芸

術 新 潮 』 に 次 の よ う な 記 事 を 残 し て い る 。 「こ の

作 品 を購 入 す る 際 石 橋 正 次 郎 は 、 『あ の 作 品 は ど

う し て もほ しい 。 しか し失 礼 が あ っ て は 先 方 に も

悪 い し、 第 一 マ ネ に 対 し て 悪 い 。...と 言

い...。 』」1）

こ の 作 品 は 松 方 幸 次 郎 に よ っ て1933年 こ ろ 日本

に 将 来 され た が 、 そ の 後40年 ち か く個 人 所 蔵 だ っ

た こ と も あ り、 あ ま り世 に知 ら れ る こ と は な か っ

た 。 ブ リヂ ス トン 美 術 館 が この 作 品 を 公 開 す る と、

そ の 来 歴 な ど に も関 心 が 寄 せ られ た 。1975年 に ド
ニ ・ル ア ー ル と ダ ニ エ ル ・ウ ィル デ ン ス タ イ ン編

纂 に よ る 『マ ネ絵 画 作 品 総 目録 』が 刊 行 さ れ た が2）、
こ の 作 品 は 作 品 番 号277（ 以 後RWI277と 略 記 ）と

し て 掲 載 さ れ て い る 。 最 初 に この 作 品 の 来 歴 を簡

単 に 整 理 し て お こ う 。

〈来 歴― ど こ か ら き た の か?〉

マ ネ は1883年4月 に 死 を 迎 え る 。 カ フ ェ ・ゲ ル

ボ ワ や カ フ ェ ・ヌ ー ヴ ェ ル ・ア テ ー ヌ に 集 ま り議

論 を 戦 わ せ 談 笑 し て い た こ ろ か ら の マ ネ の 友 人

だ っ た エ ドモ ン ・バ ジ ー ル （18461892） は 、 マ ネ

の 死 の 翌 年 （1884）に 回 想 録 『マ ネ 』 を刊 行 し た 。

そ の な か に 、 死 の 前 後 の 画 家 の ア トリ エ(画 室 ）

の よ う す を 記 述 した 次 の よ う な 一 節 が あ る 。

〔マ ネ が 〕 死 に瀕 して い た こ ろ 、 手 に した 剣

を 訪 問 者 に 突 き 出 す よ う な ポ ー ズ の 《ハ ム

レ ッ ト》 の 両 脇 で 、 ふ た つ の 人 物 画 が 私 た ち

を 引 きつ け て い た 。 そ の う ち の ひ とつ が こ の

本 〔バ ジ ー ル 著 『マ ネ 』〕 の 口 絵 に 添 付 さ れ

て い る 。 仕 事 着 を 着 け た 立 像 で 、 頭 に ベ レ ー

帽 を か ぶ り、 両 手 を腰 に 当 て 、 後 ろ に さが り、

両 目 を細 め て い る 。 こ れ は 、 自 分 が 獲 得 し た

結 果 を理 解 して い る芸 術 家 の 態 度 で あ る 。 私

が 挨 拶 す る の は こ の マ ネ に対 して だ 。 も う ひ

と つ は胸 像 で あ る 。 広 い 縁 の 付 い た 丸 い 帽 子

を か ぶ っ た 画 家 は 、 片 手 で パ レ ッ トを も ち 、

じ っ と 考 え て い る 。 こ れ は 新 しい マ ネ 像 だ が 、

奔 放 な 所 が 少 な く、 外 向 的 な面 も少 な い 。」3）

バ ジ ー ル の こ の 記 述 を 読 む と、 マ ネ は 自画 像 を

2点 残 して い た こ とが わ か る 。1点 が ブ リ ヂ ス ト ン

美 術 館 所 蔵 の 立 像 《（キ ャ ロ ッ トを か ぶ っ た ）自 画

像 》 （RWI277） 、 他 の1点 が 胸 像 《パ レ ッ トを も っ

た 自 画 像 》 （RWI276） （fig.2）。 後 者 は 昨 年 （2010

年 ）6月の ロ ン ド ン の サ ザ ビ ー ズ 社 の 売 り立 て に 出

た4)。こ の2点 の 自画 像 に 挟 ま れ て 掛 け ら れ て い た

fig.1
マ ネ 《(キャ ロ ッ トを か ぶ っ た ）

自画 像 》(ブ リヂ ス トン美 術 館 ）

fig.2
マ ネ 《パ レ ッ ト を も っ た 自 画 像 》
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《ハ ム レ ッ ト》は 、1877年 制 作 の 《ジ ャ ン=バ テ ィ
ス ト ・フ ォ ー ル 扮 す る ハ ム レ ッ ト》(ハ ン ブ ル グ

美 術 館 、RWI257） で あ る 。
マ ネ の 死 の 翌 年 （1884）1月、ア ン トナ ン ・プ ル ー

ス ト （18351905）や テ オ ド ー ル ・デ ュ レ （1837

1927） な ど の 尽 力 に よ り、 エ コ ー ル ・デ ・ボ ザ ー

ル(官 立 美 術 学 校 ）で マ ネ 回 顧 展 が 開 か れ た （プ

ル ー ス トは マ ネ の 幼 少 の こ ろ か らの 友 人 で 、 の ち

に 政 治 家 ・芸 術 大 臣 に な る 。 デ ュ レ は1865年 に マ

ド リ ッ ドで マ ネ と初 め て 出 会 っ て 以 来 の 友 人 で 、

マ ネ の 最 初 の 伝 記 作 者 に な る ）。 こ の 回 顧 展 に マ

ネ の 自画 像 は 出 品 さ れ て い な い 。 同 年 （1884）2月、

責 任 者 デ ュ レ の も と 、画 商 の デ ュ ラ ン=リ ュ エ ル と

ジ ョル ジ ュ ・プ テ ィ の 立 会 い で 、 マ ネ の ア トリ エ

作 品 の 売 り立 て が パ リ市 の 競 売 館 オ テ ル ・ ドル

オ ー で 開 か れ た が 、 こ こ に もマ ネ の 自 画 像 は 出 さ

れ て い な い 。

そ の 理 由 と して 次 の こ とが あ げ られ る 。 夫 の 自

画 像 を 手 元 に お い て お き た い と い う マ ネ 夫 人

(シ ュ ザ ン ヌ ・マ ネ ）の 強 い 思 い か ら 。 マ ネ 夫 人 が

こ の2点 の 自画 像 を 未 完 成 で あ る と 考 え て い た か

ら 。 後 者 の 論 拠 の ひ と つ と して 、 マ ネ 研 究 者 ア ド

ル フ ・タ バ ラ ン が1947年 に刊 行 し た 『マ ネ と そ の

作 品 』 の な か に 引 用 さ れ て い る プ ル ー ス ト宛 の マ

ネ 夫 人 の 手 紙 が あ る 。

今 日 、1899年2月2日 木 曜 日 、 私 〔マ ネ 夫 人 〕
は 、 ジ ュ ー ル ・ヴ ィベ ー ル の 寡 婦 で あ る 私 の

姉 マ ル テ ィ ナ ・レ ー ン ホ フ 〔マ ル ト ・ヴ ィ
ベ ー ル 〕 に 、 私 の 夫 マ ネ の2点 の 自 画 像 を 贈

与 し ま し た 。1点 は ア ト リ エ の な か の 立 像 （エ

ボ ー シ ュ ）、 他 の1点 も ま た パ レ ッ トを も っ た

夫 の 自 画 像(エ ボ ー シ ュ ）で す 。― エ ドゥ ア ー
ル ・マ ネ の 寡 婦 。 セ ー ヌ 県 ア ニ エ ー ル 、 ヴ ォ

ル テ ー ル 大 通 り1番 地5）

こ こ に記 さ れ て い る 「エ ボ ー シ ュ」 とい う の は 、

「明 暗 や 色 彩 を研 究 す る た め に 、 完 成 作 の 支 持 体

〔こ こ で は カ ン ヴ ァ ス 〕 に 描 か れ る 油 彩 に よ る粗
い 下 描 き」(益 田 朋 幸 ・喜 多 崎 親 編 著 『岩 波 西 洋

美 術 用 語 辞 典 』）の こ と。 こ の 手 紙 か ら、 マ ネ 夫 人

が2点 の 自 画 像 を未 完 成 で あ る と考 え て い た こ と

が わ か る 。

マ ネ 夫 人 の 手 紙 の 引 用 につ づ い て 、 タバ ラ ン は

興 味 深 い 文 章 を つ づ っ て い る 。

し た が っ て 、 実 際 に は こ れ ら の 肖像 画 は マ ル

78 研究報告

ト ・ヴ ィベ ー ル の 所 有 に な っ て い た の だ 。 マ

ネ 夫 人 が こ れ ら の 作 品 を 売 却 し よ う と努 め た

の は 、 お 金 に 困 っ て い た姉 の た め だ っ た 。 マ

ネ 夫 人 は こ れ ら の 肖 像 画 を 持 ち 続 け 、 ア ニ
エ ー ル の 自 分 の 部 屋 に 置 い て お き 、 そ れ ら を

売 却 す る こ と に 備 え て 、 甥 エ ド ゥ ア ー ル ・

ヴ ィ ベ ー ル に 模 写 を作 らせ た 。 そ の模 写 は か

な り う ま く い き、 訪 ね て 来 る 人 に2点 の 自 画

像 が 無 くな っ た こ と を気 づ か せ な い よ う に 、

と も か く非 常 に 正 確 に 描 か せ た 。 エ ド ゥ ア ー

ル ・ヴ ィ ベ ー ル は そ れ ら の 模 写 を 描 き終 わ っ

た 数 ヶ 月 後 に 亡 く な っ た 。6）

マ ネ 夫 人 の 姉 マ ル テ ィ ナ ・レ ー ン ホ フ ［マ ル

ト ・ヴ ィ ベ ー ル ］は 画 家 ジ ュ ー ル ・ヴ ィ ベ ー ル と

結 婚 し 、 二 人 の 息 子 を も う け た 。 そ の う ち の ひ と

りが 、 マ ネ の 自 画 像 を模 写 し た エ ド ゥ ア ー ル ・

ヴ ィ ベ ー ル で あ る 。 彼 は 芸 術 を愛 し絵 もす き だ っ

た が 、 病 弱 だ っ た こ と も あ り1899年 に30歳 ぐ らい

の 年 齢 で 亡 く な っ た 。

こ の タバ ラ ン の 文 章 は 、 マ ネ の2点 の 自 画 像 に

そ れ ぞ れ 模 写 が 存 在 す る こ と も教 え て い る 。 胸 像

《パ レ ッ トを も っ た 自画 像 》 の 模 写 は20世 紀 初 頭

に美 術 市 場 に あ ら わ れ た こ と が あ っ た ら し い 。 し

か し、2点 の 模 写 は と も に現 在 は 所 在 不 明 で あ る7）。

タ バ ラ ン に よ る と、 こ の2点 の 自 画 像 は1899年

に ベ ル リ ン の 画 商 ペ ヒ タ ー に 売 却 さ れ た 。 金 額 は 、

胸 像 《パ レ ッ トを も っ た 自 画 像 》 が1000フ ラ ン 、

立 像 《(キ ャ ロ ッ トを か ぶ っ た ）自 画 像 》 が6000フ

ラ ン だ っ た と い う8）。 ペ ヒ タ ー は マ ネ 夫 人 の 気 に

入 りの 画 商 に な り、 彼 女 は 他 の 作 品 も彼 に 売 却 し

て い る 。 ペ ヒ タ ー は ドイ ツ に お い て 、 早 い 時 期 の

マ ネ 作 品 の 評 価 に重 要 な 役 割 を は た し た 。

画 商 ペ ヒ タ ー に 売 却 す る 前 に、 マ ネ 夫 人 は プ

ル ー ス トの 助 言 に した が っ て 、 こ れ ら の 自 画 像 の

買 い 手 を 求 め る努 力 を し て い た 。 例 え ば 、 プ ル ー
ス ト は1897年2月12付 け の マ ネ 夫 人 宛 の 手 紙 で 、

印 象 派 画 家 た ち の 作 品 を 購 入 し て い た オ ペ ラ 座 の

歌 手 フ ォ ー ル も蒐 集 家 ペ ル ラ ン も こ れ ら の 自 画 像

に 興 味 が な い こ と を 告 げ 、 こ の2点 の 自 画 像 に 枠

を つ け た ら ど う か と い う 助 言 を し て い る 。 同 年

（1897）5月10日 付 け の 手 紙 で は 、 ペ ル ラ ン が ア ニ
エ ー ル に 自 画 像 の1点 を 見 に行 く こ と を 決 心 し た 、
と記 して い る9）。 ペ ル ラ ン が 見 た の が ど ち ら の 自

画 像 か は不 明 だ が 、 『マ ネ 絵 画 作 品 総 目 録 』 に は

胸 像 の 来 歴 の 初 め に ペ ル ラ ン の 名 前 が あ る10）。 し

か し、1983年 の パ リ の マ ネ 展 カ タ ロ グ の な か で



シ ャ ル ル ・モ フ ェ ッ トは 次 の よ う な 疑 問 を呈 して

い る 。 買 い 手 た ち が2点 の 自 画 像 に あ ま り関 心 を

示 して い な か っ た こ と を 考 え る と、1899年2月2日

に マ ネ 夫 人 が 姉 マ ル ト ・ヴ ィ ベ ー ル に 自画 像 の 所

有 権 を委 譲 し た と い う タ バ ラ ン の 記 述 は 理 解 し難
い 。 た と え 、 マ ル ト ・ヴ ィベ ー ル が お 金 に 困 っ て

い た と し て も11)。

タバ ラ ン は 、《(キ ャ ロ ッ トを か ぶ っ た ）自画 像 》

の 所 蔵 家 と して 、 ペ ヒ タ ー 以 降 、 ウ ー デ （ド レ ス

デ ン）、 リ ン デ 博 士 （リ ュ ベ ッ ク ）、 ベ ー レ ン ス(ハ

ン ブ ル ク）、 ウ ィ リヘ ル ム ・ハ ン セ ン （コ ペ ン ハ ー

ゲ ン）を あ げ て い る12)。ブ リヂ ス トン 美 術 館 と 『マ

ネ絵 画 作 品 総 目録 』 は 、 さ ら に 松 方 幸 次 郎(東 京 ）

と和 田 久 左 衛 門(大 阪 ）を付 け 加 え て い る 。

こ の 来 歴 に 出 て く る コペ ンハ ー ゲ ン の ウ ィ リヘ

ル ム ・ハ ン セ ン は オ ー ドロ ッ プ ゴ ー 美 術 館 の 創 設

者 。1989年 に こ の 美 術 館 が 「マ ネ 展 」 を 開 い た 折

り、 ブ リヂ ス トン 美 術 館 は 《(キ ャ ロ ッ トを か ぶ っ

た ）自 画 像 》 を 貸 し出 し た 。 そ の 展 覧 会 の カ タ ロ

グ に は 次 の よ う な 指 摘 が あ る 。 リ ュ ベ ッ ク の リ ン

デ 博 士 が ノ ル ウ ェ ー の 画 家 エ ド ワ ー ル ・ム ン ク

（18631944）の 支 援 者 で あ る こ と、20世 紀 初 頭 に
ム ン ク が 描 い た 全 身 像 の 自画 像 に は そ の 様 式 と雰

囲 気 の 点 で マ ネ の こ の 自 画 像 を 思 わ せ る もの が あ

る こ と13)。

〈2点の 自画 像 〉

編 年 体 で 編 ま れ た タ バ ラ ン の 『マ ネ と そ の 作

品 』 の な か で 、2点 の 自 画 像 が 登 場 す る の は 後 半

の 第45章(全67章 ）、 《ラ テ ュ イ ユ 親 爺 の 店 に て 》

（ト ゥー ル ネ ル 美 術 館 ） に つ づ く節(「 マ ネ の2点

の 自 画 像 」） で あ る。 そ の 節 の 冒 頭 部 分 は 以 下 の

通 り。

18561858年 こ ろ の 奇 妙 な 描 き 方 を し た 小 さ

な 自 画 像 の 戯 画 以 降 、 マ ネ は 自分 自 身 を モ デ

ル に し た 作 品 を も は や 描 か な か っ た 。 画 家 た

ち の ア ト リエ(画 室 ）で は鏡 を 用 い た こ の さ さ

や か な遊 び は 高 く評 価 さ れ て い た に も か か わ

ら ず 。 し か し、1879年 末 、 マ ネ は2度 に わ た

り 自 分 の 姿 を 画 布 の 上 に 定 着 し よ う と思 い た
つ 。 最 初 が 《パ レッ トを も っ た 自画 像 》(RW

I276） 。 こ の 作 品 を 見 る た め に す べ て の 友 人

た ち が 集 め ら れ た 。 次 い で 《(キ ャ ロ ッ トを か

ぶ っ た ）自 画 像 》(RWI277） 。 こ れ は か な り

私 的 な 作 品 で 、 親 し い 人 た ち に し か 見 せ な

か っ た14)。

タバ ラ ン の 言 う とお り、 油 彩 に よ る 自 画 像 は こ

の2点 だ け で あ る 。 し か し、 マ ネ 自 身 が 画 面 に 描

き込 まれ て い る作 品 と し て は 、 《漁 り(シ ュ ザ ンヌ

と漁 師 の い る 自 画 像 ）》 （186061年 、 メ トロ ポ リ

タ ン 美 術 館 ）、《テ ュ イ ル リ ー 公 園 の 音 楽 界 》 （1860

年 、 ロ ン ド ン、 ナ シ ョナ ル ・ギ ャ ラ リ ー ）、 《オ ペ

ラ 座 の 仮 面 舞 踏 会 》(1873年 、 ワ シ ン ト ン、 ナ シ ョ

ナ ル ・ギ ャ ラ リ ー ）な どが あ る 。

2点 の 自 画 像 の 制 作 順 序 は 、 タ バ ラ ン に よ る と、

初 め に《パ レ ッ ト を も っ た 自 画 像 》、 次 い で 《(キ ャ
ロ ッ トを か ぶ っ た ） 自 画 像 》。 しか し、 蒐 集 家 エ

テ ィ エ ン ヌ ・モ ロ ー=ネ ラ ト ン(18591927） は 逆 の

順 序 を 主 張 す る 。 制 作 年 に 関 して も、 タ バ ラ ン が

1879年 で あ る の に 対 しエ テ ィ エ ン ヌ ・モ ロ ー=ネ

ラ トン は1878年 で あ る15)。

1879年 説 を と る 美 術 史 家 シ オ ドア ・レ フ は 、 こ

の 年 に マ ネ が 当 世 風 で な お か つ 成 功 し た パ リの 芸

術 家 と し て の 自 分 の 姿 を2度 に わ た り 描 い た の に

は 意 味 が あ る 、 と主 張 した16)。レ フ は そ の 理 由 を 、

デ ュ レの 記 述 を援 用 して 説 明 す る 。 デ ュ レ の 記 述

は 次 の よ う で あ る。

1879年 とい う こ の 時 に 、 生 涯 に お け る 最 高 の

高 み に登 っ た マ ネ は 、 生 涯 に わ た り彼 に ふ さ

わ しい 名 声 と い う領 域 を 手 に 入 れ た 。 彼 は パ

リ に お い て 最 も知 名 度 の 高 い 人 び と の ひ と り

に な っ た の で あ る17）

1879年 に マ ネ が 「生 涯 に お け る 最 高 の 高 み に

登 っ た 」 こ と が 何 を さす の か に つ い て 、 デ ュ レ は
こ の 場 で は 具 体 的 に記 述 し て い な い 。 し か し、 マ

ネ の そ れ ま で の 画 家 と して の 生 涯 をふ りか え れ ば 、

サ ロ ン(美 術 ア カ デ ミー が 主 催 す る 官 設 展 覧 会 ）に

お け る 成 功 が そ の 「最 高 の 高 み 」 を意 味 し て い た

で あ ろ う こ と は 言 う ま で も な い 。1860年 代 の マ ネ

や 彼 を取 り巻 くバ テ ィ ニ ョー ル 派 の 画 家 た ち （の

ち の 印 象 派 画 家 た ち ）は サ ロ ン に 入 選 と 落 選 を 繰

り返 して い た 。 当 時 の 新 進 の 画 家 た ち に と り、 画

家 と して 世 に 認 め られ る に は 、 サ ロ ン に 応 募 して

入 選 す る 以 外 に さ し あ た り手 段 が な か っ た 。 バ

テ ィ ニ ョ ー ル 派 の 画 家 た ち が1874年 に 初 め て グ

ル ー プ展(い わ ゆ る 第1回 印 象 派 展 覧 会 ）を 開 くの

は 、 サ ロ ン を 通 さ ず に作 品 を 直 接 に観 衆 の 前 に 提

示 し よ う と考 え た か ら で あ る 。 しか し マ ネ は 、 若

き画 家 た ち の 懇 願 に もか か わ ら ず 、 グ ル ー プ展 に

は 参 加 せ ず サ ロ ン で 成 功 す る 道 を選 ん だ 。 マ ネ に

と っ て サ ロ ン に 入 選 し評 判 を え る こ と が 最 大 の 関
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心 事 だ っ た 。

1874年 以 降 の マ ネ の サ ロ ン応 募 状 況 を 年 次 ご と

に示 せ ば次 の よ う で あ る 。

1874年

1875年

1876年

1877年

1878年

1879年

1880年

1881年

1882年

入 選:《 鉄 道 》(ワ シ ン ト ン 、 ナ シ ョ ナ

ル ・ギ ャ ラ リ ー ）、《ポ リ シ ネ ル （水

彩 ）》 （個 人 ）

落 選:《 オ ペ ラ 座 の 仮 装 舞 踏 会 》(ワ シ

ン ト ン 、 ナ シ ョ ナ ル ・ギ ャ ラ

リ ー ）、 《燕 》(ビ ュ ル レ ・コ レ ク

シ ョ ン）

入 選:《 ア ル ジ ャ ン ト ゥ イ ユ 》(ト ゥ ー
ル ネ 美 術 館 ）

落 選:《 洗 濯 》(バ ー ン ズ 財 団 ）、 《画 家

マ ル ス ラ ン ・デ ブ ー タ ン》(サ ン

パ ウ ロ 美 術 館 ）。 こ れ ら の 作 品 を

自分 の ア トリ エ(画 室 ）で 展 示 す る 。

入 選:《 ジ ャ ン ＝ バ テ ィ ス ト ・フ ォ ー ル

扮 す る ハ ム レ ッ ト》(ハ ン ブ ル グ

美 術 館 ）

落 選:《 ナ ナ 》(ハ ン ブ ル グ 美 術 館 ）

応 募 せ ず

入 選:《 舟 遊 び 》(メ ト ロ ポ リ タ ン美 術

館 ）、 《温 室 に て 》(ベ ル リ ン 国 立

美 術 館 ）

入 選:《 ア ン トナ ン ・プ ル ー ス トの 肖

像 》(ト レ ド美 術 館 ）、 《ラ テ ュ イ
ユ 親 爺 の 店 に て 》(ト ゥ ー ル ネ 美

術 館 ）

入 賞:《 ア ン リ ・ロ シ ュ フ ォ ー ル の 肖

像 》(ハ ン ブ ル グ 美 術 館 ）(2等賞 受

賞 、 以 後 は 無 審 査 の 資 格 を取 得 ）、

《獅 子 狩 りの ペ ト リ ュ イ ゼ 》(サ
ンパ ウ ロ 美 術 館 ）

入 選:《 フ ォ リ ー ＝ ベ ル ジ ェ ー ル 劇 場 の
バ ー 》(コ ー トル ド美 術 研 究 所 ）、

《ジ ャ ン ヌ 》 （RWI372）

1878年 、 マ ネ は サ ロ ン に応 募 しな か っ た 。 そ の

年 の5月1日 か らパ リ万 国博 覧 会 が 開 催 さ れ 、 そ れ

に付 随 し て 開 か れ る 展 覧 会 の 陳 列 委 員 に 加 わ る こ

と を嫌 っ た マ ネ は 、5月25日 か ら 開 か れ る サ ロ ン

に も応 募 し な か っ た の で あ る。 マ ネ は1867年 の パ

リ万 国 博 覧 会 の と き の よ う に個 展 を 開 く こ と を 計

画 し た が 、 こ れ は 実 現 し な か っ た 。 こ の 年 、 ル ノ

ワ ー ル は 印 象 派 グ ル ー プ 展 に参 加 せ ず サ ロ ン に応

募 して 入 選 した 。
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こ の こ ろ か ら、 サ ロ ン を 主 催 す る 美 術 ア カ デ

ミー と美 術 行 政 全 体 を 総 括 す る 機 関 と の あ い だ の

軋 轢 が 生 じ て き た 。 一 方 で 、 第3共 和 制 の 支 持 者

で あ る 公 衆 は サ ロ ン の 基 準 か らす れ ば 下 位 に あ る

ジ ャ ン ル(風 俗 画 、 風 景 画 、 静 物 画 な ど ）を好 む 。

共 和 制 の 民 主 化 政 策 に し た が え ば 、 サ ロ ン審 査 も

公 衆 の 好 み を 受 け 入 れ ざ る を え な い 。 他 方 で 、 第

3共 和 制 初 期 の 「道 徳 秩 序 」 の 回 復 と い う 原 則 に

し た が え ば 、 サ ロ ン は 国 民 の 趣 味 を 教 育 し高 尚 に

す る 義 務 が あ る 。 こ の 軋 轢 の 解 決 策 と して 、 第3

共 和 制 初 期 の 美 術 行 政 機 関 の 中枢 で あ る 美 術 長 官

を つ と め て い た シ ュ ヌ ヴ ィ エ ー ル は 、 美 術 ア カ デ

ミ ー が 主 催 す る 「売 る た め の 絵 画 」 の 展 覧 会 と美

術 行 政 機 関 が 主 催 す る 「鑑 賞 す る た め の 展 覧 会 」

とい うふ た つ の 展 覧 会 制 度 を 考 え た 。 の ち に前 者

は フ ラ ン ス 美 術 家 協 会 が 主 催 す る 年 次 展 に 引 き継

が れ た 。 後 者 は1883年 に 開 か れ た 「トリ エ ン ナ ー

レ 展 」 に よ っ て 実 現 さ れ た が 、1回 限 りで 終 わ っ

た 。 シ ュ ヌ ヴ ィ エ ー ル が 在 任 中 に 具 体 的 に 実 行 し

た解 決 策 は 、 国 家 の 注 文 に よ っ て 公 共 の 建 造 物 を

装 飾 画 で 飾 る 計 画 で あ る18)。
マ ネ は こ の 計 画 に 対 し、1879年4月 に セ ー ヌ 県

知 事 とパ リ市 議 会 議 長 に 書 簡 を 送 り、 「パ リ の 胃

袋 」 と い う テ ー マ で 新 しい パ リ市 庁 舎 を 装 飾 す る
こ と を 提 案 し た19)。マ ネ の こ の 案 は 採 用 さ れ な

か っ た が 、 マ ネ が 国 家 の 計 画 に 興 味 を 示 し て い た

こ とが わ か る 。 こ れ も マ ネ の 自 信 の あ ら わ れ と み

な せ な く も な い 。

17世 紀 以 来 の 歴 史 を も つ サ ロ ン は1880年 を最 後

に 終 焉 し た 。1881年 の 春 か ら は(前 述 した よ う に ）

フ ラ ン ス 美 術 家 協 会 が 主 催 す る 年 次 展(サ ロ ン と

通 称 さ れ た ）に 引 き継 が れ た 。マ ネ が1881年 と1882

年 に入 選 した の は フ ラ ン ス 美 術 家 協 会 の サ ロ ンで

あ る 。
1879年 の サ ロ ン に 入 選 し た 《舟 遊 び 》(メ トロ

ポ リ タ ン 美 術 館 ）と 《温 室 に て 》(ベ ル リ ン 国 立 美

術 館 ）は 制 作 年 に 隔 た りが あ る 。 《舟 遊 び 》 は1874

年 の 制 作 。1875年 の サ ロ ン に入 選 し た 《ア ル ジ ャ
ン ト ゥ イ ユ 》(ト ゥ ー ル ネ 美 術 館 ）や 《ボ ー トの ア

ト リ エ の モ ネ 夫 妻 》(ミ ュ ン ヘ ン、 ノ イ エ ・ピ ナ

コ テ ク ）と 同 じ こ ろ に ア ル ジ ャ ン ト ゥ イ ユ で 描 か

れ た 。 モ ネ の 作 品 に み ら れ る よ う な 印 象 主 義 的 手

法 が 顕 著 で あ る 。 《温 室 に て 》 は1879年 の 制 作 。
マ ネ は1872年 か ら使 っ て い た サ ン=ペ テ ル ブ ー ル

通 り4番 地 の ア ト リ エ(画 室 ）を 立 ち 退 か ざ る を え

な く な る 。 そ こ で1878年6月 か ら79年4月 ま で 、 近

く（ア ム ス テ ル ダ ム 通 り70番 地 ）に 住 む 画 家 オ ッ



トー ・ロ ザ ン(ス ウ ェ ー デ ン生 ま れ ）の 温 室 風 に 作

られ た ア ト リ エ(画 室 ）を借 りた 。 こ の 作 品 は そ こ

で 制 作 さ れ た の で 《温 室 に て 》 と呼 ば れ た 。 保 守

派 の 代 表 的 な 批 評 家 ヴ ォ ル フ は 『フ ィ ガ ロ 』 紙 上

で 相 変 わ ら ず こ の 作 品 を 非 難 した が 、 マ ネ が 彼 の

時 代 の 画 家 た ち に 自然 へ の 道 を教 え た こ と は 認 め

た 。 ま た 、 印 象 派 に好 意 的 な ユ イ ス マ ン ス や カ ス

タ ニ ャ リの よ う な 批 評 家 は こ の 作 品 に 好 意 的 な 意

見 を 述 べ た 。 こ れ ら の こ と は マ ネ に と っ て 大 き な

自信 と な っ た だ ろ う。 そ の 後 マ ネ は1879年4月 か

ら死 の 年 ま で 、 ア ム ス テ ル ダ ム 通 り77番 地 に ア ト

リ エ(画 室 ）を構 え た 。

マ ネ の 胸 像 《パ レ ッ トを も っ た 自画 像 》 と17世

紀 ス ペ イ ンの 宮 廷 画 家 ベ ラ ス ケ ス の 《ラ ス ・メ ニ

ナ ス(宮 廷 の 侍 女 た ち ）》(フ ラ ド美 術 館 ）（fig.3）

と の 関 連 を 最 初 に 指 摘 し た の は ジ ョ ー ジ ・モ ー

ナ ー で あ る20)。彼 は こ の2点 の 「画 家 の 自 画 像 」

の 類 似 点 と して 次 の こ と を挙 げ た 。 優 雅 な 衣 装 を

身 に着 け た 制 作 中 の 画 家 と い う 構 想 、 モ デ ル(つ

ま り画 家 ）の ポ ー ズ 、 細 部 が 省 略 さ れ た 絵 筆 を も

つ 手 。 そ し て 、 さ ら に次 の よ う に 記 述 して い る 。

「ベ ラ ス ケ ス は フ ィ リ ッ プ4世 の 宮 廷 画 家 然 と し

た 姿 で 自分 自 身 を 表 わ し、 胸 に サ ン テ ィ ア ゴ騎 士

団 の 十 字 章 を 目 立 つ よ う に つ け 、 貴 族 の よ う な 衣

装 を して い る 。 マ ネ は 自画 像 の な か で 、19世 紀 の
パ リ に お け る(ベ ラ ス ケ ス と）同 等 の 画 家 と し て の

姿 を 創 造 し た 。 マ ネ は レ ジ オ ン ・ ドヌ ー ル 勲 章

[フ ラ ン ス の 国 家 勲 章]の リ ボ ン を み せ び ら か し

て は い な い が 、 マ ネ が こ の 勲 章 を ほ しが り2年 後

に つ い に 手 に 入 れ た こ と を 私 た ち は 知 っ て い る 」。

こ の モ ー ナ ー の 記 述 は 、2点 の 自 画 像 を 制 作 し

て い た と き の マ ネ の 意 識 を 巧 み に 説 明 して い る 。

fig.3
ベ ラ ス ケ ス 《ラ ス ・メ ニ ナ ス （宮 廷 の

侍 女 た ち ）》(フ ラ ド美 術 館 ）

つ ま り、 自分 を パ リ の 画 家 と して 「最 高 の 高 み に

登 っ た 」 と い うマ ネ の 意 識 を 。 そ の 証 拠 の ひ と つ

と し て モ ー ナ ー が 例 示 し た の は 、1879年4月 に マ

ネ が セ ー ヌ 県 知 事 とパ リ 市 議 会 議 長 に 新 しい パ リ

市 庁 舎 を 装 飾 す る こ と を提 案 した 手 紙 で あ る 。
マ ネ の ベ ラ ス ケ ス に 対 す る 関 心 は1865年 の ス ペ

イ ン 旅 行 の お り に プ ラ ド美 術 館 で 遭 遇 し て 以 来 の

も の で あ る 。 マ ド リ ー ドか ら パ リ に い る 友 人 の

フ ァ ン タ ン=ラ ト ゥ ー ル に 宛 て た 手 紙 の な か で 、
ベ ラ ス ケ ス を 「画 家 の な か の 画 家 」 と 呼 び 、 《ラ

ス ・メ ニ ナ ス 》 は 「並 外 れ た 作 品 だ!」 、 と マ ネ

は 断 言 し た21)。マ ネ が ベ ラ ス ケ ス と 自 分 と を 同 一

視 して 画 面 に描 き込 ん だ 作 品 は 初 期 に も あ る 。 し

か し、 マ ネ の 胸 像 《パ レ ッ トを も っ た 自 画 像 》 と
ベ ラ ス ケ ス の 《ラ ス ・メ ニ ナ ス(宮 廷 の 侍 女 た

ち ）》(フ ラ ド美 術 館 ）の な か の ベ ラ ス ケ ス の 自 画

像 との あ い だ に は 、 決 定 的 な 違 い が 存 在 す る 。 そ

れ は 鏡 に 関 わ る 問 題 で あ る 。

( 以 下 次 号 ）
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